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  自動車のフロアパネルには，一般的にゴム表皮にウレタンやフェルトが接着されたカ

ーペットが積層されて振動や騒音が低減されている。本研究では，自動車のフロア部分

を模したパネルにカーペットを積層させた試験装置を用いて振動伝達率を計測した。ま

た，本実験装置を有限要素でモデル化し，変位加振時の振動を解析した。 
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1．はじめに 

近年，自動車の性能として車内快適性が重視さ

れ，さらなる車内の静粛性が求められている．乗

員が車室内部で走行時に聞く音は車内音と呼ばれ，

その一つにロードノイズと呼ばれる現象がある．

これは，おもに路面の凹凸によりタイヤが加振さ

れ，その振動がホイール→サスペンション→車体

骨格→車体パネルと伝達し，車室に放射された音

が乗員の耳に達する固体伝搬音が主である．広範

囲の周波数域で発生して周波数域により振動騒音

現象が異なることが特徴であるが，どの周波数域

でも乗員にとって耳障りで車内快適性を損なうた

め，その対策が望まれている．    

自動車のフロアパネルは高周波ロードノイズ

（200Hz～500Hz）への寄与が大きく，制振・防音

対策が厳重になされている．フロアパネルは鋼板

を所要の形状にプレス成形して作られ，振動レベ

ルを抑制する目的で粘弾性体からなる制振材が積

層されている．さらに，ゴム表皮にウレタンやフ

ェルトが接着されたカーペットが積層されている．

制振材が積層された自動車パネルのカーペット表

皮の振動予測については，著者等によって解析手

法が確立されたが(2)，軽量化のため制振材が削減

している場合も多い．本研究では，自動車のフロ

ア部分を模したパネルにカーペットを積層させた

試験装置を用いて振動伝達率を計測した．パネル

全体を上下加振できるような装置により，防音材

の振動伝達を計測した結果を紹介する． 

また，本実験装置を有限要素でモデル化し，変

位加振時の振動を解析した．フェルトは Biot-

Allard モデルを用いた．別途同定したBiot パラメ

ータを用いて計算し，実験結果との比較やパネル

の板厚を変化させた場合の振動の変化や得られた

知見について紹介する． 

2．多孔体のモデルについて 

 今回は，多孔体の骨格と内部空気を扱うBiot モ

デル(1)を用いて計算を行った．Biotモデルは，材

料に入ってくる入射音がその材料中の多孔質弾性

体(ウレタンやグラスウール等)の隙間を通ること

で伝わってくる空気伝搬音と，材料の内部を伝わ

る固体伝搬の変位を予測する理論式である．固体

伝搬と空気伝搬音の相互作用を考慮した骨格部の

変位：us&  及び，流体の変位：u f& を用いて，それ

ぞれ式（1），式（2）のように表される． 
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